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本
書
の
カ
バ
ー
の
表
面
下
段
に
、
一
枚
の
イ
ラ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
前
景
正
面
の
水
田
に
は
、
水
牛
に
牽
を
引
か
せ
る
農
夫
が
一
人
、
そ

の
右
側
に
稲
の
苗
を
移
植
す
る
齢
婦
が
二
人
、
そ
し
て
水
田
の
背
後
に
は

木
々
に
囲
ま
れ
た
近
代
的
な
工
場
が
見
え
る
－

　
本
書
の
主
題
は
こ
の
イ
ラ
ス
ト
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
旧
態
依
然
と
し

た
嵐
作
業
に
従
事
す
る
農
民
、
そ
の
農
民
を
必
要
な
一
定
の
期
間
内
に
の

み
賃
労
働
者
と
し
て
雇
傭
す
る
資
本
制
企
業
。
つ
ま
り
、
非
資
本
主
義
的

生
産
様
式
を
接
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
資
本
主
義
、
こ
れ
が

植
民
地
型
資
本
主
義
な
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
う
し
た
植
民
地
型
資
本
主

義
の
形
成
・
発
展
の
特
質
を
仏
領
期
イ
ン
ド
シ
ナ
ー
実
質
的
に
は
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
に
対
象
を
眼
定
1
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
、
従
属
理
論
に
立
脚
し

て
理
諭
的
、
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
仏
領
期
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
経
済
史
研
究
に
お
い
て
は
、

個
別
テ
ー
マ
を
対
象
と
し
た
論
文
や
著
作
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
経
済

構
造
の
全
体
像
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

そ
う
し
た
個
別
研
究
は
も
と
よ
り
、
概
説
書
や
通
史
の
経
済
史
関
係
の
叙

述
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
の
経
済
史
的
意
義
を
明
確
に

位
置
づ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
植
民
地
期
の
経
済
構
造
を
「
植
民
地
．

半
封
建
」
と
抽
象
的
な
概
念
で
規
定
し
た
り
、
植
民
地
的
収
奪
に
よ
る
農

民
大
衆
の
窮
乏
化
、
階
級
対
立
の
激
化
ゼ
植
民
地
経
済
の
特
質
と
み
な
す

見
解
も
み
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
具
体
的
な
展
開

過
程
と
の
関
連
を
軽
視
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
研
究
状
況
に
お
い
て
、
中
枢
国
フ
ラ
ン
ス
の
資
本
主
義
発
展

1
ー
フ
ラ
ン
ス
資
本
の
増
殖
・
蓄
積
の
論
理
か
ら
植
民
地
期
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の

経
済
構
造
の
全
体
像
を
描
こ
う
と
す
る
著
者
の
意
図
は
評
価
で
き
る
。
以

下
に
お
い
て
は
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
著
者
の
ね
ら
い
が

成
功
し
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
。

二
　
本
書
の
構
成

本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
竈

序
章
　
　
資
本
主
義
発
展
の
諸
過
程
と
植
民
地
イ
ン
ド
シ
ナ

第
一
章
中
枢
部
資
本
主
義
の
拡
張
と
十
九
世
紀
後
半
の
植
民
地
支
配

第
二
章
中
枢
国
の
植
民
地
支
配
と
原
始
的
蓄
積
過
程

第
三
章
　
植
民
地
支
配
と
資
本
蓄
積
の
諸
局
面
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第
四
章
　
植
民
地
政
庁
の
経
済
政
策
と
資
本
蓄
稜

　
第
五
章
労
働
者
階
級
の
形
成

　
第
六
章
　
植
民
地
イ
ン
ド
シ
ナ
の
ゴ
ム
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
ー
植
民
地

　
　
　
　
　
政
庁
と
労
使
間
の
階
級
闘
争

　
第
七
章
中
枢
（
資
本
）
の
生
産
組
織
－
鉱
山
・
製
造
企
業
と
資
本
制

　
　
　
　
　
労
働
過
程

　
第
八
章
　
農
村
の
杜
会
構
造
と
農
村
の
階
級
関
係

　
第
九
章
　
植
民
地
支
配
と
費
本
主
義
的
資
本
蓄
横
に
対
す
る
階
級
の
橿

　
　
　
　
　
椿

　
内
容
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
六
八
五
ぺ
ー
ジ
に
も
及
ぷ
大
著
で
あ
り
、

ま
た
史
実
の
解
明
よ
り
も
論
理
体
系
を
重
視
す
る
叙
述
上
の
性
椿
か
ら
し

て
も
、
各
章
．
こ
と
の
要
約
は
避
け
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
最
初
に
序
章
、
第
一
、

二
、
九
章
を
中
心
に
植
民
地
に
お
け
る
資
本
主
義
発
展
に
つ
い
て
の
一
般

理
論
を
評
者
な
り
に
再
構
成
し
て
示
す
。
次
い
で
そ
の
枠
の
な
か
で
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
に
お
け
る
資
本
主
義
発
展
の
具
体
的
な
展
開
過
程
を
要
約
す
る
。

一
一
一
植
民
地
型
資
本
主
義
の
一
般
理
論

　
十
九
世
紀
七
十
年
代
に
始
ま
る
印
枢
諸
国
の
「
公
式
の
帝
国
」
拡
大
は
、

大
不
況
（
一
八
七
三
－
一
八
九
八
年
）
を
契
機
と
し
た
中
枢
諸
国
間
の
経

済
的
カ
関
係
の
変
化
－
世
界
資
本
主
義
体
制
の
な
か
で
の
イ
ギ
リ
ス
資
本

主
義
の
相
対
的
地
位
の
低
下
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
資
本
主

義
の
興
隆
「
に
基
因
す
る
。
こ
う
し
た
勢
カ
均
衡
化
の
も
と
で
は
、
原
材

料
を
供
給
し
、
製
品
を
販
売
す
る
市
場
を
排
他
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
、

中
枢
国
資
本
主
義
の
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
の
条
件
と
な
り
、
植
民
地
獲

得
を
め
ぐ
る
中
枢
諸
国
間
の
争
い
が
激
化
し
た
。
中
枢
国
と
衛
星
国
と
の

関
係
も
こ
れ
ま
で
の
「
非
公
式
」
な
貿
易
面
で
の
支
配
・
従
属
関
係
か
ら
、

中
枢
国
の
国
家
権
カ
が
衛
星
国
の
領
⊥
⊥
を
直
接
支
配
す
る
関
係
へ
と
深
化

し
た
。

　
こ
う
し
て
従
属
国
の
経
済
は
、
一
、
二
の
輸
出
商
品
を
生
産
す
る
資
本

制
企
業
を
中
心
に
再
編
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
世
界
的
規
模
で
の
労
働
の

分
割
H
国
際
的
な
分
業
に
組
み
込
ま
れ
、
世
界
資
本
主
義
体
制
に
完
金
に

包
摂
さ
れ
た
。
従
属
国
に
お
け
る
資
本
主
義
は
こ
の
よ
う
に
、
内
部
か
ら

自
生
的
に
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、
中
枢
国
費
本
の
進
出
に
よ
っ
て
形
成
、

発
展
す
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
申
枢
国
に
お
け
る
資
本
主
義
と
は
異
な
る

次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
。
ま
ず
第
一
に
、
中
枢
国
の
国
家
H
植
民
地
政

庁
の
強
カ
な
バ
ッ
ク
ァ
ヅ
プ
を
必
要
と
す
る
点
で
あ
る
。
商
品
経
済
が
浸

透
せ
ず
、
階
級
分
化
も
す
す
ん
で
い
な
い
状
況
の
も
と
で
は
、
資
本
制
企

業
が
独
カ
で
労
働
カ
を
確
保
し
た
り
、
イ
ン
フ
ヲ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ァ
を
整

備
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
資
本
制
生
産
に
不
可

欠
な
諸
条
件
を
創
出
す
る
う
え
で
、
植
民
地
政
庁
の
経
済
政
策
、
社
会
政

策
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
す
。
第
二
点
は
、
賃
労
働
の
形
態
α
特
殊

性
で
あ
る
。
植
氏
地
に
お
け
る
賃
労
働
の
一
般
的
な
形
態
は
、
土
地
と
の

縞
び
つ
き
を
失
わ
な
い
農
民
が
季
節
的
に
雇
傭
さ
れ
る
出
稼
ぎ
型
の
形
態

で
あ
る
。
生
産
手
段
か
ら
完
全
に
離
脱
し
た
、
い
わ
ゆ
る
自
由
な
労
働
者

と
い
う
中
枢
国
型
の
形
態
は
植
民
地
で
は
普
及
し
な
い
。
資
本
制
企
業
が

こ
の
出
稼
ぎ
型
の
形
態
を
採
り
入
れ
る
理
由
は
、
労
働
者
再
生
産
の
費
用

の
一
部
－
家
族
の
養
育
費
と
就
労
期
外
の
労
働
者
本
人
の
生
活
費
ー
を
村

落
共
同
体
に
肩
代
り
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
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こ
れ
ら
の
点
と
関
連
し
て
、
植
民
地
に
お
け
る
原
蓄
過
程
も
ま
た
、
中

枢
国
と
は
異
な
っ
た
性
椿
を
も
つ
。
そ
も
そ
も
、
原
蓄
過
程
は
資
本
主
義

の
生
成
期
に
現
わ
れ
る
一
回
限
り
の
局
面
で
は
な
く
、
世
界
的
規
模
で
の

資
本
主
義
の
蓄
積
過
程
に
常
に
随
伴
す
る
資
本
主
義
固
有
の
過
程
で
あ
る
。

従
っ
て
、
植
民
地
に
お
け
る
原
蓄
過
程
は
、
中
枢
国
資
本
主
義
の
蓄
稜
過

程
の
枠
の
な
か
で
生
起
し
、
そ
の
発
展
の
方
向
に
適
合
す
る
よ
う
に
進
行

す
る
。
中
枢
国
資
本
に
と
っ
て
は
、
農
民
を
土
地
か
ら
完
全
に
分
離
さ
せ

る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
旧
来
の
非
資
本
主
義
的
生
産
様
式
を
残
存
さ
せ

る
こ
と
の
方
が
得
策
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
資
本
蓄
積
過
程
に
お

い
て
、
非
資
本
主
義
的
生
産
様
式
を
必
要
に
応
じ
て
解
体
し
、
ま
た
温
存

す
る
と
こ
ろ
に
植
民
地
型
資
本
主
義
の
特
質
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
資
本
主
義
の
展
開
過
程

　
1
．
植
民
地
政
庁
の
経
済
政
策
H
原
蓄
過
程
。
植
民
地
政
庁
の
経
済
政

策
の
基
本
的
な
ね
ら
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
資
本
の
資
本
蓄
積
に
必
要
な
諸
条

件
を
創
出
す
る
た
め
に
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
原
蓄
を
促
進
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
は
、
土
地
、
租
税
、
労
働
の
三

つ
の
政
策
で
あ
っ
た
。

　
政
庁
は
ま
ず
土
地
政
策
に
お
い
て
、
植
畏
地
化
直
後
に
私
的
所
有
権
を

。
基
礎
と
す
る
近
代
的
な
土
地
法
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
、
登
記
し
な
か
っ

た
り
、
地
租
を
納
入
し
な
い
農
民
の
土
地
を
没
収
し
、
そ
れ
ら
を
有
利
な

条
件
で
フ
ラ
ン
ス
人
入
植
者
や
官
吏
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
の
対
仏
協
カ
者
へ

払
下
げ
た
。
但
し
、
村
落
の
共
有
地
に
つ
い
て
は
、
農
民
大
衆
に
対
す
る

救
貧
効
果
を
重
親
し
て
温
存
を
図
っ
沈
。

　
税
制
面
で
は
政
庁
は
、
財
政
収
入
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
地
租
、
人
頭

税
を
金
納
化
し
、
酒
類
、
塩
、
ア
ヘ
ン
の
販
売
を
専
売
制
と
し
た
。
こ
の

た
め
農
民
は
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
、
商
品
作
物
を
栽
培
し
て
換
金
し

た
り
、
農
閑
期
な
ど
に
は
賃
労
働
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
政
庁
は
農
民
の
賃
労
働
者
化
を
促
進
す
る
一
方
、
フ
ラ
ン
ス

の
民
間
投
資
を
活
発
に
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
＾
ア
の
整
備

に
努
め
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
連
邦
予
算
の
支
出
の
犬
部
分
は
、
鉄
道
、
遣
路
、

港
湾
施
設
、
水
路
等
の
建
設
費
に
充
て
ら
れ
た
。
建
設
工
事
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
玩
朝
の
夫
役
制
度
を
踏
襲
し
、
現
場
付
近
の
農
民
を
強
制
的

に
徴
発
し
て
労
役
さ
せ
た
。

　
2
．
フ
ラ
ン
ス
本
国
資
本
の
蓄
積
過
程
と
資
本
制
企
業
形
態
の
特
質
。

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
以
前
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ァ
の
整
備

が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
農
民
層
の
分
解
も
あ
ま
り
進
展
し
な
か
っ
た
た

め
、
本
国
か
ら
の
直
接
投
資
は
活
発
で
は
な
か
り
た
。
そ
れ
で
も
本
国
の

大
規
模
な
商
業
資
本
は
、
対
イ
ン
ド
シ
ナ
貿
易
に
積
極
的
に
関
与
し
、
不

等
価
交
換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
多
額
の
余
剰
を
収
取
し
、
資
本
蓄
積

を
す
す
め
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
資
本
の
直
接
投
資
が
本
格
化
す
る
の
は
第
一
次
大
戦
後
の
こ

と
で
あ
り
、
投
賞
は
主
と
し
て
ゴ
ム
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
と
鉱
山
業
に

向
け
ら
れ
た
。
各
企
業
は
収
益
性
を
高
め
る
う
え
で
、
機
械
類
の
導
入
は

最
小
眼
に
と
ど
め
、
安
個
な
出
稼
ぎ
労
働
者
に
依
存
す
る
経
営
形
態
を
と

っ
た
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の
確
保
は
必
ら
ず
し
も
円
滑
に
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
企
業
経
営
者
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
の
仲
介
人

「
カ
イ
」
を
利
用
し
て
拙
稼
ぎ
労
働
者
の
確
－
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
被
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ら
に
労
務
管
理
を
も
委
ね
た
。
特
に
労
働
者
を
確
保
し
難
い
ゴ
ム
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
目
ン
に
お
い
て
は
、
経
営
者
の
組
合
が
政
庁
に
働
き
か
け
て
、
出

稼
ぎ
労
働
者
の
契
約
期
隈
内
の
就
労
を
義
務
づ
け
る
「
契
約
労
働
」
法
を

施
行
さ
せ
た
。

　
3
1
農
村
の
社
会
経
済
構
造
。
植
氏
地
以
前
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
経
済
構

造
は
本
質
的
に
は
自
給
自
足
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
が
、
社
会
構
造
に

お
い
て
は
地
勢
的
、
歴
史
的
な
背
景
の
違
い
か
ら
、
地
域
間
に
質
的
な
差

異
が
存
在
し
て
い
た
。
北
部
の
紅
河
デ
ル
タ
や
中
部
の
海
岸
沿
い
の
村
落

は
、
歴
史
的
に
か
な
り
早
い
時
期
に
形
成
さ
れ
、
農
民
相
互
の
結
ぴ
つ
き

が
緊
密
で
あ
り
、
閉
鎖
的
な
共
同
体
と
し
て
一
つ
の
政
治
的
単
位
を
構
成

し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
村
落
は
、
形
成
の

時
期
が
比
較
的
新
し
く
、
農
家
は
河
川
沿
い
に
散
在
し
、
共
同
体
的
な
性

椿
は
稀
薄
で
あ
っ
た
。
植
民
地
期
の
賞
本
主
義
発
展
は
、
こ
う
し
た
社
会

構
造
の
異
質
性
を
顕
在
化
さ
せ
た
。

　
北
部
、
中
部
の
農
村
で
は
、
土
地
の
私
的
所
有
権
の
法
制
化
が
農
民
の

土
地
に
対
す
る
権
利
を
強
化
す
る
緒
果
と
な
り
、
植
民
地
以
前
と
同
様
、

小
土
地
所
有
制
に
基
づ
く
小
規
模
自
作
経
営
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
無
論
、

資
本
主
義
の
浸
透
の
影
響
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
農

民
間
に
貧
當
の
格
差
が
生
じ
、
土
地
の
集
積
傾
向
も
部
分
的
に
は
み
ら
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
影
響
は
，
こ
く
隈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
農
民
層
分
解

は
緩
慢
で
、
農
村
内
の
階
級
対
立
は
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
南
部
メ
コ
ン
デ
ル
タ
の
農
村
で
は
、
サ
イ
ゴ
ン
開
港
後
、

世
界
市
場
に
お
け
る
米
の
需
要
拡
犬
と
い
う
事
情
を
背
景
に
、
米
の
モ
ノ

カ
ル
チ
ュ
ア
輸
出
地
帯
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
広
大
な
未
開
地
の

払
下
げ
を
う
け
た
フ
ラ
ン
ス
人
や
ヴ
呂
ト
ナ
ム
人
の
地
主
は
、
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
得
て
小
土
地
所
有
者
の
土
地
を
買
収
し
、
土
地
を
大
規
模
に

集
積
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
主
は
、
米
価
の
下
落
や
凶
作
に
よ
る
経
営
の
危

機
を
回
避
す
る
た
め
に
、
自
ら
直
接
生
産
に
従
事
す
る
こ
と
は
な
く
、
土

地
を
小
区
画
に
分
割
し
て
小
作
人
に
貸
付
け
、
小
作
料
を
納
入
さ
せ
た
。

こ
う
し
て
南
部
に
お
い
て
は
、
地
主
・
小
作
関
係
が
支
配
的
な
階
級
関
係

と
し
て
普
及
し
た
。

五
　
問
題
点

　
全
体
と
し
て
の
感
想
を
率
直
に
言
え
ぱ
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
資
本

制
企
業
形
態
の
分
析
と
し
て
は
成
功
し
て
い
る
も
の
の
、
仏
領
期
ブ
ユ
ト

ナ
ム
の
資
本
主
義
経
済
論
と
し
て
は
説
得
カ
に
欠
け
る
。
著
者
の
植
民
地

型
資
本
主
義
の
一
般
理
諭
は
、
主
と
し
て
ア
フ
リ
カ
の
植
民
地
に
お
け
る

中
枢
国
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
蓄
稜
過
程
を
モ
デ
ル
に
組
み
立
て
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
鋳
型
に
ブ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
資
本
主
義
の
形
成
・
発
展
過

程
を
強
引
に
押
し
込
も
う
と
す
る
嬢
い
が
あ
る
。
た
め
に
、
実
証
的
裏
付

け
が
な
い
ま
ま
に
論
理
が
先
行
し
た
り
、
論
理
的
矛
盾
に
逢
着
し
て
い
る

点
が
少
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
弱
点
は
、
第
一
次
大
戦
前
の
資
本
蓄
積
過

程
の
分
析
に
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。

　
著
者
は
第
一
次
大
戦
前
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
直
接
投
資
が
活
発
で
は
な

か
っ
た
こ
と
の
原
因
と
し
て
、
労
働
カ
の
供
給
不
足
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ュ
ァ
の
未
整
備
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
の
論
理
か
ら
す
れ

ぱ
こ
の
因
果
関
係
は
逆
転
し
て
い
る
。
資
本
蓄
稜
過
程
の
枠
組
の
な
・
か
で

原
蓄
過
程
が
進
行
す
る
と
い
う
著
者
の
論
理
に
従
え
ぱ
、
こ
の
時
期
、
本
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国
の
賞
本
に
と
っ
て
植
民
地
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
さ
ほ
ど
重
要
な
投
資
の
対
象

で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
は
資
本
蓄
積
が
殆
ん
ど

す
す
ま
ず
、
そ
の
結
果
原
蓄
の
進
行
は
緩
慢
で
あ
り
、
政
庁
も
ま
た
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ァ
の
整
備
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
労
働
カ
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ぱ
、
す
ぐ
後
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、

既
に
土
地
か
ら
離
脱
し
た
層
が
農
村
に
大
量
に
滞
留
し
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
実
情
は
供
給
不
足
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
労
働
カ
と
し
て
の
需
要
が

少
な
か
っ
た
と
理
解
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
著
者
の
論
理
で
は
第
一
次
大
戦
前
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の

経
済
構
造
の
特
質
を
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
発
展
過
程
と
の
関
連
に
お
い

て
把
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
第
二
の
間
題
点
は
、
ヴ
ユ
ト
ナ
ム
の
農
村
経
済
構
造
の
把
握
の
仕
方
で

あ
る
。
植
民
地
前
の
農
村
を
自
給
自
足
的
な
、
階
級
未
分
化
の
村
落
共
同

体
と
想
定
す
る
の
は
、
本
国
資
本
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
強
調
す
る
ね
ら
い

が
あ
る
た
め
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
大
南
楚
録
」
．
や
「
大
南
會
典
事

例
」
な
ど
の
院
朝
期
の
諸
史
料
に
よ
れ
ぱ
、
既
に
農
村
に
商
品
経
済
は
浸

透
し
、
階
級
分
化
も
進
行
し
て
、
「
漏
民
」
な
ど
と
呼
ぱ
れ
る
土
地
を
保

有
し
な
い
層
が
大
量
に
存
在
し
て
い
た
。
植
民
地
政
庁
の
租
税
、
土
地
政

策
は
、
こ
う
し
た
傾
向
に
抽
車
を
か
け
階
級
分
化
を
促
進
し
、
少
な
く
と

も
一
九
三
〇
年
頃
ま
で
に
は
、
北
部
農
村
に
お
い
て
さ
え
も
階
級
対
立
は

顕
在
化
し
て
い
た
と
み
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
「
植
民
地
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

の
北
部
農
村
に
お
け
る
地
主
制
試
論
」
、
『
ア
ジ
ァ
経
済
』
、
第
十
九
巻
、

第
五
号
、
一
九
七
八
年
五
月
号
参
照
）
。

　
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
著
者
の
原
蓄
論
と
出
稼
ぎ
労
働
論
に
ふ
れ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
著
者
に
従
え
ば
、
農
民
の
土
地
か
ら
の
不
完
全
な
分
離

は
、
出
稼
ぎ
型
の
賃
労
働
形
態
を
要
求
す
る
資
本
の
論
理
の
必
然
的
帰
結

に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
先
に
述
ぺ
た
と
お
り
、
植
民
地
以
前
に

大
量
の
土
地
な
し
層
が
農
村
に
滞
留
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ

ら
の
層
は
農
繁
期
は
勿
論
の
こ
と
、
日
常
の
農
作
業
に
も
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
出
稼
ぎ
型
の
賃
労
働
形
態
は
、
資
本
の
諭
理
が

一
方
的
に
貫
徹
し
た
所
産
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
農
閑
期
に
し
か
余
剰

の
労
働
カ
が
存
在
し
な
い
農
村
の
生
産
構
造
に
規
定
さ
れ
た
結
果
と
し
て

生
じ
た
形
態
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
い
換
れ
ば
、
固
有
の

農
業
生
産
の
シ
ス
テ
ム
が
、
資
本
制
企
業
の
経
営
形
態
を
逆
に
規
定
す
る

側
面
を
も
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
タ
イ
ト
ル
に
関
連
し
て
；
冒
し
て
お
き
た
い
。
表
題
に
は
「
イ

ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
」
と
あ
る
が
、
本
文
で
は
カ
ン
ボ

ジ
ァ
、
ラ
オ
ス
に
金
く
言
及
し
て
い
な
い
の
は
理
解
に
苦
し
む
。
次
回
は
、

両
国
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
分
析
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス
植
氏
地
支
配
の
も
と

で
の
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
間
の
経
済
関
係
の
分
析
を
も
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
政
犬
学
助
手
）
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